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 経
営
者
・
市
村
清
 

 　
市
村
清（
１
９
０
０〔
明
治
33
〕‐
１
９
６
８〔
昭

和
43
〕）
は
、「
経
営
の
神
様
」・「
販
売
の
神
様
」・

「
ア
イ
デ
ィ
ア
社
長
」・「
起
業
の
神
様
」等
と
い
わ

れ
た
。
ま
た
、「
人
を
愛
し
、
国
を
愛
し
、
勤
め
を

愛
す
」
と
い
う
「
三
愛
精
神
」
を
、
経
営
信
条
と
し

て
掲
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。彼
は
、真
に

人
間
の
価
値
を
決
す
る
の
は
、
愛
の
深
さ
と
広
さ

で
あ
る
と
い
っ
た
。
 

　
市
村
は
、現
在
の
リ
コ
ー（
１
９
３
６
）や
三
愛

石
油
（
１
９
５
２
）
を
創
立
し
た
。
さ
ら
に
、
三
愛

（
１
９
４
５
）、
明
治
記
念
館
（
１
９
４
７
）、
西
銀

座
デ
パ
ー
ト
（
１
９
５
８
）、
北
部
九
州
に
お
い
て

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
ボ
ト
リ
ン
グ
事
業
を
営
ん
だ
日

米
飲
料（
１
９
６
０
）、ホ
テ
ル
三
愛（
１
９
６
２
）、

日
本
初
の
総
合
リ
ー
ス
会
社
で
あ
っ
た
日
本
リ
ー

ス（
１
９
６
３
）な
ど
を
設
立
し
た
。ま
た
、当
時
、

通
産
大
臣
で
あ
っ
た
佐
藤
栄
作
や
中
京
財
界
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
愛
知
の
時
計
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ

た
高
野
精
密
工
業
を
再
建
し
、リ
コ
ー
時
計（
１
９

６
２
）と
す
る
が
、こ
れ
は
現
在
の
リ
コ
ー
エ
レ
メ

ッ
ク
ス
の
事
業
に
つ
な
が
る
。
 

 　
 郷里

の
佐
賀
に
お
け
る
人
物
形
成

―
特
に
両
親
か
ら
の
影
響
―
 

 　
市
村
は
、
佐
賀
県
北
茂
安
村
（
現
、
み
や
き
町
）

の
貧
し
い
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

に
は
、養
祖
父
母
、両
親
、彼
も
含
め
て
４
人
の
兄

弟
・
３
人
の
姉
妹
が
暮
ら
し
た
。
生
家
の
跡
地
は

２
０
０
１
年
に
整
備
さ
れ
、
市
村
記
念
公
園
と
な

っ
て
お
り
、
佐
賀
出
身
の
彫
刻
家
・
古
賀
忠
雄
作

の
市
村
の
胸
像
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 

　
市
村
が
生
ま
れ
た
１
９
０
０
年
は
、
義
和
団
事

件
に
端
を
発
す
る
北
清
事
変
が
起
こ
っ
た
年
で
、

父
・
豊
吉
は
出
征
中
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
豊
吉
は
、

そ
の
前
後
の
日
清
戦
争（
１
８
９
４
‐
95
）時
か
ら

日
露
戦
争（
１
９
０
４
‐
05
）後
に
か
け
て
従
軍
し

て
い
た
。豊
吉
の
実
父
・
市
川
虎と

ら

之の

丞じ
ょ
うは

、佐
賀
の

乱（
１
８
７
４
）の
際
、不
平
士
族
側
と
し
て
戦
っ

た
元
下
級
武
士
で
あ
っ
た
。
 

　
除
隊
後
の
豊
吉
は
、
日
常
の
耕
作
に
は
あ
ま
り

熱
心
で
は
な
か
っ
た
が
、
近
く
の
堀
で
の
蓮
根
掘

り
、う
な
ぎ
や
魚
の
捕
獲
、そ
し
て
ス
イ
カ
作
り
に

は
精
を
出
し
た
。ま
た
豊
吉
は
、曲
が
っ
た
こ
と
が

嫌
い
で
、短
気
で
、義
侠
心
に
強
く
、貧
乏
生
活
を

送
り
な
が
ら
も
、
金
へ
の
執
着
心
が
あ
ま
り
な
か

っ
た
。弟
の
茂
人
は
、市
村
も
正
義
観
が
強
く
直
情

型
で
、短
気
で
負
け
ん
気
が
強
い
の
で
、そ
の
よ
う

な
気
性
や
、
さ
ら
に
思
考
方
法
や
カ
ン
の
よ
さ
ま

で
を
、父
親
か
ら
そ
っ
く
り
受
け
継
い
で
い
る
と
、

『
起
業
の
神
様
』（
１
９
９
５
）の
中
で
述
べ
て
い
る
。 

　
他
方
、母
・
ツ
子ネ

は
働
き
者
で
、子
供
の
世
話
を

よ
く
し
、愛
情
細
や
か
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
養
祖
父

の
新
太
郎
は
、豊
吉
は
養
子
と
し
て
入
っ
た
が
、市

村
は
後
継
ぎ
と
な
る
孫
で
も
あ
り
、
彼
を
か
わ
い

が
っ
た
。物
心
が
つ
い
た
頃
の
市
村
は
、貧
乏
な
中

市
村
清
と
郷
土
愛
              佐賀
大
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で
あ
っ
た
が
、父
か
ら
は
厳
し
く
、母
や
養
祖
父
母

か
ら
は
深
い
愛
情
を
も
っ
て
育
て
ら
れ
た
。
 

　
市
村
が
北
茂
安
小
学
校
２
年
生
の
時
で
あ
っ
た

が
、
ツ
子
は
豊
吉
に
激
し
く
反
抗
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。こ
と
の
発
端
は
、明
日
、食
べ
る
米
が
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
労
す
る
母
親
の

姿
に
、青
少
年
時
代
の
市
村
は
人
一
倍
心
を
痛
め
、

長
男
と
し
て
弟
ら
に
み
じ
め
な
生
活
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
も
強
く
持
っ
た
。
茂
人

は
、貧
困
で
あ
っ
た
過
去
の
体
験
か
ら
も
、市
村
の

経
営
信
条
で
あ
る
三
愛
精
神
が
生
ま
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。三
愛
精
神
は
、第
２
次
世
界
大
戦
終

了
直
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
、
人
々
や
勤
め
に
対
す
る
愛
の
精
神
で
あ
る
と

と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
国
や
社
会
を
、復
興
さ
せ
て

い
く
と
い
う
考
え
で
も
あ
っ
た
。
 

　
小
学
校
時
代
の
市
村
は
、成
績
優
秀
で
、高
学
年

に
な
る
に
つ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
少
年
と
し
て
頭

角
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
。
市
村
と
小
学
校
で
同
級

生
で
あ
っ
た
元
海
軍
大
佐
の
田
中
和
四
郎
は
、『
市

村
清
追
悼
集
』（
１
９
６
９
）
に
寄
せ
た
一
文
の
中

で
、彼
は
小
学
校
３
、４
年
生
頃
か
ら
大
変
な
逸
材

で
、
２
年
位
上
級
生
の
貫
録
を
持
っ
て
い
た
と
記

し
て
い
る
。さ
ら
に
、６
年
生
か
ら
只
一
人
、旧
制

佐
賀
中
学
に
入
学
し
た
こ
と
で
も
、
彼
の
逸
材
ぶ

り
を
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
田
中
と
市
村
が
そ
の

後
、特
に
親
し
く
な
っ
た
の
は
、お
互
い
が
社
会
的

地
位
を
築
い
た
戦
時
中
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
な
が
ら
触
れ
て

い
る
。
 

 郷
土
に
お
け
る
 

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
 

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
つ
な
が
り
 

  旧
制
中
学
時
代
 

 　
市
村
は
、１
９
１
３
年
４
月
、佐
賀
県
立
佐
賀
中

学
校
に
入
学
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、２
年
次
の
夏

に
、実
家
の
貧
し
さ
や
、佐
賀
市
内
の
伯
母
・
姉
夫

婦
宅
に
お
け
る
居
候
生
活
へ
の
窮
屈
さ
か
ら
退
学

す
る
こ
と
に
な
る
が
、そ
れ
で
も
、同
級
生
や
同
窓

生
の
中
に
は
、
そ
の
後
の
市
村
の
事
業
に
か
か
わ

っ
て
い
く
よ
う
な
関
係
深
い
人
物
も
い
た
。
 

　
同
級
生
で
は
、
か
つ
て
石
炭
関
係
の
事
業
に
従

山本長次（やまもと・ちょうじ）教授 
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事
し
、
三
愛
石
油
取
締
役
や
日
本
リ
ー
ス
社
長
と

な
っ
た
今
泉
耕
吉
、
親
友
で
主
治
医
で
も
あ
っ
た

村
山
長
一
、衆
議
院
議
員
の
三
池
信
ら
が
い
た
。ま

た
、
東
京
佐
賀
県
人
会
に
お
け
る
関
係
の
方
が
強

か
っ
た
が
、
市
村
に
三
愛
石
油
の
事
業
化
を
相
談

し
た
日
本
航
空
の
松
尾
静
磨
、当
初
、同
社
の
石
油

プ
ラ
ン
ト
事
業
に
か
か
わ
っ
た
千
代
田
化
工
建
設

の
玉た

ま

置き

明
善
あ
き
よ
し

、さ
ら
に
、の
ち
に
佐
賀
県
知
事
と
な

る
池
田
直
、内
務
官
僚
、佐
賀
県
副
知
事
、衆
議
院

議
員
等
の
経
歴
も
持
ち
、
市
村
の
あ
と
の
リ
コ
ー

三
愛
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を
託
さ
れ
た
舘
林
三
喜
男

ら
も
、
旧
制
佐
賀
中
学
の
後
輩
で
あ
っ
た
。
 

　
旧
制
佐
賀
中
学
を
退
学
し
た
市
村
は
、
し
ば
ら

く
筑
後
川
対
岸
の
久
留
米
へ
野
菜
売
り
に
行
く

が
、そ
の
合
間
、千ち

栗り
く

八
幡
宮
社
掌
の
岡
泰
雄
か
ら

教
育
を
受
け
た
。の
ち
に
市
村
は
、千
栗
八
幡
宮
が

国
弊
小
社
に
昇
格（
１
９
４
０
）す
る
際
、氏
子
と

し
て
、
ま
た
、
岡
に
世
話
に
な
っ
た
関
係
か
ら
も
、

匿
名
で
多
額
の
寄
進
を
し
た
が
、
こ
の
逸
話
が
き

っ
か
け
と
な
り
、明
治
神
宮
の
関
係
者
か
ら
、明
治

記
念
館
の
設
立
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
事
業
か
ら
、「
儲
け
る
で
は

な
く
儲
か
る
」
経
営
の
極
意
を
体
得
し
た
。
 

  理
化
学
研
究
所
の
事
業
と
の
接
点
 

 　
市
村
は
、
先
に
居
候
先
の
件
で
触
れ
た
姉
の
夫

で
あ
っ
た
原
口
英
雄
の
紹
介
に
よ
り
、
共
栄
貯
金

銀
行
久
留
米
支
店
に
見
習
い
と
し
て
採
用
（
１
９

１
４
）さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、そ
の
の
ち
東
京
本

店
に
勤
務
し
、中
央
大
学
法
科
に
も
通
っ
た（
１
９

２
０
‐
22
）。
共
栄
貯
金
銀
行
は
、
中
国
に
お
け
る

合
弁
事
業
と
し
て
大
東
銀
行
を
設
立
す
る
が
、
市

村
は
そ
の
北
京
本
店
や
、上
海
支
店
に
勤
務
し
た
。

さ
ら
に
上
海
で
は
、佐
賀
県
伊
万
里
出
身
で
、当
地

で
開
業
し
て
い
た
医
師
・
松
岡
玄
雄
の
三
女
幸
恵

と
結
婚
（
１
９
２
５
）
し
た
。
 

　
共
栄
貯
金
銀
行
と
大
東
銀
行
は
、
昭
和
の
金
融

恐
慌（
１
９
２
７
）に
よ
り
破
綻
し
、市
村
は
富
国

徴
兵
保
険
の
熊
本
支
店
に
勤
務
し
た
。当
初
は
、ま

っ
た
く
売
れ
な
か
っ
た
が
、や
が
て
、社
内
で
全
国

一
の
契
約
高
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
佐
賀
県
の
監

督
に
な
っ
た
。
 

　
佐
賀
に
お
け
る
富
国
徴
兵
保
険
の
代
理
店
は
、

佐
星
醤
油
を
営
ん
で
い
た
吉
村
吉
郎

き
ち
ろ
う

が
つ
と
め
て

い
た
。ま
た
、吉
村
の
妹
と
し
て
、東
京
女
子
高
等

師
範
学
校
教
授
を
つ
と
め
、
理
化
学
研
究
所
で
も

染
色
の
研
究
を
し
て
い
た
黒
田
チ
カ
が
お
り
、
そ

の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
同
研
究
所
に
お
け
る
研
究

成
果
に
か
か
わ
る
味
の
素
や
、
理
研
感
光
紙
の
九

州
総
代
理
店
も
営
ん
で
い
た
。
 

　
市
村
は
吉
村
か
ら
、
保
険
の
仕
事
か
ら
理
研
感

光
紙
の
九
州
総
代
理
店
業
に
転
じ
る
こ
と
を
提
案

さ
れ
、こ
の
事
業
に
乗
り
出
し
た
。そ
の
後
、こ
の

事
業
の
中
で
は
、「
従
業
員
は
使
用
人
で
は
な
く
、

事
業
の
協
力
者
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
体
得
し

て
い
る
。ま
た
、彼
が
創
業
し
た
諸
企
業
に
は
労
働

組
合
が
な
か
っ
た
。
 

　
そ
し
て
、
市
村
の
販
売
実
績
や
販
売
方
法
に
対

す
る
進
言
が
、理
化
学
研
究
所
所
長
で
あ
り
、同
研

究
所
の
技
術
を
製
品
化
す
る
理
化
学
興
業
の
社
長

も
つ
と
め
て
い
た
大
河
内
正
敏
に
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
彼
は
理
化
学
興
業
の
感
光
紙
部
長

と
し
て
招
聘
さ
れ
た
（
１
９
３
３
）。
そ
の
後
の
市

村
は
、
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
諸
企
業
の
役
員
も
兼
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任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
理
化
学
興
業
か
ら
分
離

独
立
す
る
形
で
、
理
研
感
光
紙
が
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立
（
１
９
３

６
）
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れ
る
こ
と
を
も
っ
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リ
コ
ー
の
創
業
と
な

っ
た
。
理
研
感
光
紙
は
理
研
光
学
工
業
（
１
９
３

８
）、
さ
ら
に
リ
コ
ー
（
１
９
６
３
）
に
社
名
変
更

し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、市
村
は
、貧
し
さ
と
学
歴
の

道
が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
バ
ネ
に
な
っ
た
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
出
身
学
校
や
郷
里
で
築
か
れ
た
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
彼
の
事
業
に
も

つ
な
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

  地
域
貢
献
と
社
会
貢
献
 

 　
市
村
の
出
身
地
へ
の
貢
献
は
、ま
ず
、本
業
を
通

じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
雇
用
や
納
税
等

で
あ
る
。
佐
賀
に
も
リ
コ
ー
や
三
愛
石
油
関
係
の

事
業
所
が
あ
る
ほ
か
、日
米
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
（
旧
社
名
、
日
米
飲
料
、
現
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）の
鳥
栖
工
場
も
設
立（
１

９
６
７
）し
て
い
る
。さ
ら
に
市
村
は
、佐
賀
県
へ

の
企
業
誘
致
に
も
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
独

自
の
民
放
の
必
要
を
思
い
、
サ
ガ
テ
レ
ビ
の
創
立

（
１
９
６
８
）
に
尽
力
し
、
取
締
役
会
長
に
就
任
し

て
い
る
。
 

　
そ
し
て
、市
村
は
、北
茂
安
小
学
校
講
堂（
１
９

５
８
）、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
師
事
し
た
坂
倉
準

三
の
設
計
に
よ
る
佐
賀
県
体
育
館（
現
、市
村
記
念

体
育
館
、１
９
６
３
）な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。ち

な
み
に
、札
幌
ホ
テ
ル
三
愛
も
、坂
倉
に
よ
る
設
計

で
あ
っ
た
。な
お
、佐
賀
県
体
育
館
は
、冷
暖
房
も

完
備
さ
れ
、当
時
、西
日
本
一
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
体
育

館
と
い
わ
れ
た
が
、こ
こ
で
は
、全
日
本
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
も
行
わ
れ
、
メ
キ

シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ

と
か
ら
、「
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
聖
地
」
と
も
い
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わ
れ
た
。
 

　
さ
ら
に
、市
村
の
没
後
に
な
る
が
、彼
の
生
誕
１

０
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
に

市
村
自
然
塾
九
州
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
、
小
学
生
・
中
学
生
に
対
す
る
農
業
体
験
を
通

じ
て
の
人
材
育
成
に
資
し
て
い
る
。
 

　
な
お
、市
村
の
社
会
貢
献
と
し
て
は
、財
団
法
人

新
技
術
開
発
財
団（
現
、公
益
財
団
法
人
市
村
清
新

技
術
財
団
）の
設
立
も
あ
り
、佐
藤
栄
作
総
理
大
臣

に
よ
り
正
式
に
許
可
さ
れ
た
の
は
、
死
去
の
４
日

前
の
１
９
６
８
年
12
月
12
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

確
認
し
た
市
村
は
遺
言
を
も
っ
て
、
自
身
の
財
産

の
大
部
分
（
約
30
億
円
）
を
こ
の
財
団
に
遺
贈
し

た
。市
村
は
、尊
敬
す
る
フ
ォ
ー
ド
や
カ
ー
ネ
ギ
ー

ら
の
よ
う
に
、
財
団
を
残
す
こ
と
で
後
世
に
貢
献

し
た
。
 

　
市
村
が
、
自
分
の
遺
産
を
投
じ
て
基
金
を
残
す

こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
村
山
が
医
院
長
を
つ
と

め
る
池
田
回
生
病
院
で
、
療
養
や
検
査
に
明
け
暮

れ
て
い
た
１
９
６
８
年
９
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

市
村
の
意
を
受
け
た
舘
林
が
、
佐
賀
県
知
事
や
参

議
院
議
員
を
つ
と
め
、こ
の
時
、科
学
技
術
庁
長
官

で
も
あ
っ
た
鍋
島
直
紹

な
お
つ
ぐ

に
相
談
し
、当
時
、事
務
次

官
で
あ
っ
た
井
上
啓
次
郎
が
具
体
案
を
練
っ
た
。

社
会
の
役
に
立
つ
ア
イ
デ
ィ
ア
技
術
を
育
て
、
優

れ
た
新
し
い
技
術
を
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
が
新
技

術
開
発
財
団
の
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
市
村

の
最
後
の
事
業
と
な
っ
た
。
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友
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